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第 1 章 尾形光琳筆「松島図屏風」 













































「中村内蔵助像」（大和文華館）は元禄 17年（1704 年）3月以前に制作され、「澗聲」印が捺される。 
山根有三「落款と印章」中央公論美術出版、1995 年 
元禄 15年（1702 年）の帰字考（和算家の中根元圭（1662〜1733 年）による姓名判断）の結果が反映され
「澗聲」印に変えた場合、「伊亮」印の使用期間は２年間となる。 
山根有三『小西家旧蔵光琳関係資料とその研究』中央公論 美術出版、1962 年、174 頁 
山根有三「光琳の画風展開について」日本経済新聞社、1979 年、14 頁 
4  矢代幸雄「宗達筆松島屏風」『美術研究 73』国立文化財機構東京文化財研究所、1938 年 
5  安村敏信「江戸絵画の非常識—近世絵画の定説をくつがえす—」敬文舎、2013 年 
林進「光琳を検証する-光琳はなぜ宗達画、宗達関係資料の模写をおこなったのか-」神戸大学美術史
研究会美術史論集第 17号中部義隆先生追悼号、2017 年、43 頁 
6  山根有三「光琳芸術の特質とその作風展開の意義-代表的な金屏風 燕子花図と紅白梅図を中心に-」山
根有三著作集⑷光琳研究２、中央公論美術出版、1997 年、189 頁 
7  仲町啓子「『燕子花図屏風』の成立をめぐって」根津美術館、2005 年、76 頁 
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①  『光琳新撰百図.下』池田孤邨編 文化 12（1815）年 【図 1-1】 
②  『日英博覧會新美術出品目録』（日英博覧会事務局）明治 43（1910）年 【図 1-2】 
③  『美術聚英 二十号』（審美書院）大正元（1912）年 【図 1-3】 
























































図 1-2 尾形光琳筆「松島図屏風」（岩崎小彌太旧蔵）『日英博覧會新美術出品目録』（日英博覧会事務局）1910 年 
所載 




























図 1-4 尾形光琳筆「松島図屏風」（岩崎小彌太旧蔵）『光琳遺品展覧会陳列品図録 : 光琳画聖二百年忌記念』
（芸艸堂）1915 年 所載 
     
 18 
第２節 光琳の宗達作品模写  
 













































                                   〈表-1〉光琳による宗達の模写  
宗達筆 光琳筆 
















































15 内藤正人「国宝・風神雷神図屏風—宗達・光琳・抱一、琳派芸術の継承と創造—」出光美術館、2006 年 
 図 1-5 俵屋宗達筆「風神雷神図屏風」（建仁寺蔵） 






























16  臨済宗大徳寺派龍谷山祥雲寺。「松島図屏風」は、明治 28年「古社寺調査記録」（堺市中央図書館
蔵）に「谷家より寄付」と記録がある。正安が祥雲寺を建てた背景には、沢庵宗彭が大きく関与してい
る。 
17  仲町啓子「宗達筆「松島図屏風」考 上」『実践女子大学紀要 美学美術史学 十号』1995 年 
18  仲町啓子「『燕子花図屏風』の成立をめぐって」根津美術館、2005 年、76 頁 
19  宗雪は谷家と姻戚関係にあった今井家のもつ養寿寺から仕事を受けていた。 
図 1-7 俵屋宗達筆「松島図屏風」（フリーア美術館蔵） 
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図 1-9 尾形光琳筆「富士・松島図屏風」（個人蔵）左隻 
s 







① 法橋叙位までの『前期』 〜元禄 14（1701）年 
② 江戸に下向し在住していた『中期』 〜宝永６（1709）年 






















































22  仲町啓子「『燕子花図屏風』の成立をめぐって」『国宝燕子花図屏風』根津美術館、2005 年 




















山根有三『図版解説 原色日本の美術 14 宗達と光琳』小学館、1969 年 
野口剛「光琳デザインの秘密をめぐる二、三の考察」根津美術館、2015 年 
















































































































































































図 2—2  右隻第 3 扇 部分 
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図 2—3  右隻第 1 扇 部分 
図 2—4  右隻第 2 扇 部分 
図 2—5  右隻第 2 扇 部分 
図 2−6  右隻第 4 扇 部分 
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図 2—7  右隻第 5 扇 部分 
図 2—8  右隻第 5 扇 部分 
図 2—9  右隻第 6 扇 部分 
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図 2—10  左隻第 1 扇 部分 
図 2—11  左隻第 1 扇 部分 
図 2—12  左隻第 2 扇 部分 
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図 2—13  左隻第 3 扇 部分 
図 2—14  左隻第 4 扇 部分 
図 2—15  左隻第 5 扇 部分 
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図 2—18  左隻第 2 扇〜3 扇 部分 左：宗達 右：光琳 
     光琳本の松の枝は白黒図版では確認しづらいが、宗達本と比較すると一致しないことが確認できた。 
図 2—19  右隻第 2 扇 部分 左：宗達 右：光琳 





























































図 2—21  右隻第 2 扇 部分 左：宗達 右：光琳 

































図 2—23  右隻第 5 扇、4 扇 部分 左：宗達 右：光琳 

































図 2—25  右隻第 1 扇 部分 左：宗達 右：光琳 





















































































































































































図 3-1  敷き写しを行なっている様子 




































図 3-3  左：宗達本 右：敷き写しの粉本の再現 
 
右：「桜花山水図」（小西家旧蔵資料）部分 
























法を高さ 161.85cm、幅 61.2cmと確定した。 
27  当時入手できたと考え得る紙の種類や大きさについては、『紙譜』を参照した。 
木村青竹『紙譜』、1777 年 






究 421』国立文化財機構東京文化財研究所 2017 年 
  林樹里「たらしこみの研究―尾形光琳筆『四季草花図巻』の模写を通して―」東京藝術大学大学院 
博士論文 2018 年 











































図 3-5 尾形光琳筆「白梅図屏風」（フリーア美術館蔵） 
 













































































































 図 3−11  左：宗達本       中： 宗達本を敷き写した粉本     右：粉本を本紙に写したもの 
図 3-10  線が重なる部分を赤線で抽出した図 
 53 








(ⅰ)『光琳新撰百図』の記載 (ⅱ)白黒図版       (ⅲ)日英博覧会の記録 









①  俵屋宗達筆「松島図屏風」（フリーア美術館）【図 3—12】 
②  宗達落款「松島図屏風」（バーク・コレクション）【図 3—13】 
③  對青軒印「松島図屏風」（メトロポリタン美術館）【図 3—14】 
④  尾形光琳筆「松島図屏風」（ボストン美術館）【図 3—15】 
⑤  伝尾形光琳「松島図屏風」（大英博物館）【図 3—16】 
⑥  尾形光琳「富士・松島図屏風」左隻（個人蔵）【図 3—17】 
⑦  尾形光琳筆「白楽天図屏風」（個人蔵）【図 3—18】 
⑧  尾形光琳筆「白楽天図屏風」（根津美術館）【図 3—19】 
⑨ 「View of an Interior」（フリーア美術館蔵）【図 3—20】 
 
32  リケッツは、本書の中で「松島図屏風」について以下のように述べている。 
“A grey sea bent into fantastic waves silently beneath great golden drifts of cloud with an 
uncanny force, as if controlled by the spell of some Eastern Prospero; such a sea would leave 
the dress of Ferdinand unwetted, and become calm at the bidding of Ariel.” 










































図 3-13  ② 
図 3-12  ① 
図 3-14  ③ 図 3-15  ④ 
図 3-16  ⑤ 
図 3-20 ⑨ 
図 3-17  ⑥ 














































①『日英博覧會新美術出品目録』（日英博覧会事務局）明治 43（1910）年  
 ②『美術聚英 二十号』（審美書院）大正元（1912）年 


























推定に関する基礎的検討」『保存科学 No.52』東京文化財研究所、2012 年 



























































図 3-23 光琳の配色を縦横の帯状に見たときの色の序列 








































安達恵子「琳派の景物画―宗達と松島図屏風―」『琳派第 3巻 風月・鳥獣』紫紅社、1991 年、240頁 
図 3-25 左：光琳本  中：雲形金砂子サンプルの白黒画像  右：雲形金砂子サンプル 
図 3-27 金砂子の巻き潰し後、さらに銀泥を塗る 
 





































図 3-28 波の彩色過程 部分 
 



































36  金箔のサイズについては、写真から 120mm角と確認できた。これは、現代で市販される寸法である３
寸 6分（109mm角）と４寸２分（127mm角）との間の寸法であった。光琳は、宗達が金砂子によって巻き
潰した箇所を金箔に変更していることが確認できたため、その部分に金箔を施した。 
図 3-30 縁蓋によるマスキングを行い、金箔を施す様子 





































図 3-32  左：宗達本（右隻） 部分       右：宗達本を敷き写した粉本 




































図 3-35 左：岱赭と黄土で岩の空間を作る  右：緑青と群青を用いて質感を描き分ける 







































































































































創作 全体から細部へ   全体のバランスを考慮して細部を定める 
   空間から平⾯へ   全体のバランスから空間をまとめていく 
 
模写 細部から全体へ   部分を集積して全体を形成する 
   平面から空間へ   均質化した情報から空間を再構築する 
 
→⼯程の錯誤が⽣じる 




















































































































































































山根有三「光琳の画風展開について」『光琳絵画全集 光琳派１』日本経済新聞社、1979 年 
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山田直三郎編『光琳遺品展覧会陳列品図録 : 光琳画聖二百年忌記念』芸艸堂、1915 年 
古田亮『俵屋宗達 琳派の祖の真実』平凡社新書、2010 年 
江村知子「尾形光琳の江戸在住と画風転換について：フリーア美術館所蔵「白梅図屏風」を中心に」『美術研究 
 第四百二十一号』、2017 年 
山根有三「光琳筆 秋草図屏風について」『美術研究 206 号』1959 年 
山根有三「宗達筆『松島図』屏風をめぐって」『在外日本の至宝５ 琳派』1979 年 








会美術史論集第 17 号中部義隆先生追悼号』2017 年 
五十嵐公一『近世京都画壇のネットワーク：注文主と絵師』古川弘文館、2010 年 
 73 
仲町啓子「光琳の江戸下りの成果と意味」『根津美術館紀要 此君 第５号』2014 年 
野口剛「八橋図屏風考 燕子花図屏風からの図様継承をめぐる問題を中心に」『根津美術館紀要 此君 第５号』
2014 年 
中部義隆「尾形光琳と松花堂昭乗」『大和文華館 美のたより 105』1993 年 
『岡倉天心-芸術教育の歩み-』東京芸術大学 岡倉天心展実行委員会、2007 年 
岡倉天心『岡倉天心全集 第２巻』平凡社、1980 年 
木村青竹『紙譜』1777 年 
「京都国立博物館文化財保存修理所修理報告書 11」京都国立博物館編、京都国立博物館、2010 年 
増田勝彦「フリーア美術館所蔵絵画料紙の繊維分析」『保存科学 No.32』1993 年 
 
【模写・模倣について】 
戸田禎介「中国絵画における形態の伝承-模写の特殊性について-」、東洋文化研究所紀要 57、1972 年 
戸田禎介「模写性について-宋元画を中心に-」東京国立博物館研究誌「Museum」380、1982 年 
河野元昭「粉本と模写」『講座日本美術史第 2 巻形態の伝承』東京大学出版会、2005 年 






安村敏信「粉本と模写 江戸狩野派の場合」『日本の美学 13』1989 年 
武田恒夫「粉本をめぐる諸問題」、大手前女子大学論集第 29 号、1995 年 
島尾新「写しの文化—「オリジナル主義」再考—」『写しの力：創造と継承のマトリックス』思文閣出版、2013 年 
佐藤康宏「若冲における模写の意義」、MUSEUM No.364、1981 年 
安田篤生「模写と粉本」『美術フォーラム 21 vol.12』2005 年 













らみる」『美学 61』2010 年 
奥井素子「尾形光琳の模写研究—「西行物語絵巻」について—」『鹿島美術研究年報第 32 号別冊』2015 年 
河野元昭「継承と創造の日本美術」『東京国立博物館 名作誕生—つながる日本美術 図録』2018 年 
佐藤康宏 「つなげて見る「名作誕生」展案内」『東京国立博物館 名作誕生—つながる日本美術 図録』2018 年 
澤田直「存在と無の〈あいだ〉—創造性について」『岩波講座哲学７ 芸術/創造性の哲学』岩波書店、2008 年 
北村清彦「受け手の役割」『岩波講座哲学７ 芸術/創造性の哲学』岩波書店、2008 年 




ション１ 近代の意味』筑摩書房、1995 年 
ヴァルター・ベンヤミン、浅井健二郎編訳、久保哲司訳「模倣の能力について」『ベンヤミン・コレクショ
ン２ エッセイの思想』筑摩書房、1996 年 
ジョン・ボードリヤール、竹原あき子訳『シミュラークルとシミュレーション』法政大学出版局、2008 年 
ロザリンド・E・クラウス、小西信之訳『オリジナリティと反復 ロザリンド・クラウス美術評論集』リブロポート、1994 年 
ガブリエル・タルド、池田祥英、村澤真保呂訳『模倣の法則』河出書房新社、2007 年 
マイケル・タウシグ、井村俊義訳『模倣と他者性 感覚における特有の歴史』水声社 
G・ドゥルーズ、小泉義之訳『意味の論理学 上』河出書房新社、2007 年 
G・ドゥルーズ、財津理訳『差異と反復 下』河出書房新社、2007 年 
J・デリダ、湯浅博雄・小森謙一郎訳『エコノミメーシス』未来社、2006 年 
ルイ・マラン、篠田浩一郎、山崎庸一郎訳『絵画の記号学：エクリチュール パンチュール』岩波書店、1986 年 
Eサピア、B・L・ウォーフ他、池上嘉彦訳『文化人類学と言語学』弘文堂、1995 年 
エミール・バンヴェニスト、岸本通夫監訳『一般言語学の諸問題』みすず書房、1983 年 

















『美術聚英 20 号』審美書院 1914 年 
『光琳遺品展覧会陳列品図録 : 光琳画聖二百年忌記念』芸艸堂、1915 年 
『美術研究 206 号』吉川弘文館、1959 年 
村重寧、小林忠編『琳派』紫紅社、1989 年 
フリーア美術館 Open F|S    https://www.freersackler.si.edu/collections/ 
ボストン美術館 Museum of Fine Arts Boston    https://www.mfa.org 
メトロポリタン美術館   https://www.metmuseum.org 
大英博物館   https://www.britishmuseum.org/research.aspx 
サントリー美術館   https://www.suntory.co.jp/sma/collection/ 
メナード美術館   https://museum.menard.co.jp/collection/index.html 
東京国立博物館 https://webarchives.tnm.jp/imgsearch/index 
根津美術館   http://www.nezu-muse.or.jp/jp/collection/index.html 













教授、修護 君島隆幸先生、伝世舎 三浦功美子先生、に深く御礼申し上げます。 
また、本研究を遂行するにあたり折に触れ論文のご助言を賜りました東京藝術大学 COI拠
点特任助手 林樹里氏、そして、想定復元模写にあたり日本画の実技的なご指導と研究成果
への道筋となる貴重なご助言を賜りました東京藝術大学大学院美術研究科文化財保存学保
存修本画研究室助教 染谷香理先生に心より御礼申し上げます。 
なお、本研究は芳泉文化財団様より助成を賜り遂行致しました。ここに重ねて謝意を表し
ます。最後に研究室の皆様、家族、友人をはじめご協力いただいた多くの方々に感謝いたし
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
